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　本庄市ブランドメッセージの策定及びロゴマークの決定に合わせ、
「広報ほんじょう」も本号からデザインをフルリニューアル！
　表紙は市のブランドメッセージである「どこにでも行けるけど、こ
こにいたい。本庄」をイメージした写真として、マリーゴールドの丘
公園で景色を楽しむご家族を撮影させていただきました。

今月の特集 今月の表紙

の動き （人口増減の内訳）

「家庭的保育」として、こどもたちが
くつろぎ、安らげる環境の中で、一人
ひとりの気持ちを受け止め、愛情深く
丁寧に保育を行っています。

に遊びに来てくれる子もいます。こうして
その後のこどもたちの成長を見守れるこ
とが、やりがいにつながっています。
　今後もこのベビールームを、お子さん
だけでなく、保護者の方たちにとっても

「第二のお家」としてほっと安らげるよ
うな場所にしていきたいと考えています。

　加川ベビールームの園長として働き
始めたのは約７年前。私がまだ公立高
校の事務職として働いていた時、この
ベビールームの園長だった母が亡く
なったことがきっかけでした。
　母の葬式は家族葬で告知せずに行っ
たのですが、どこからか噂を聞きつけ
た数百人の卒園生たちが参列してくだ
さいました。その姿を見て、母が多く
の人の人生にこんなにも関わる仕事を
していたのかと感じると同時に、私も
そうした仕事をしたい、と改めて思い
ました。
　今では園長として母のベビールーム
を受け継ぎ、父の助けも得ながら園を
運営しています。定員 3 名で、家庭的
な雰囲気の中でのびのびと保育を行っ
ているからか、お子さんやその保護者
との距離が近く、卒園後も毎日のよう

　人から人へ紡ぐ、あなたの物語
Touch

このまちで暮らす、皆さんの物語を
リレー方式で紹介していきます。《タッチ》

井上　祥太さん（いちご農家）
紹介してくれたのは…

POINT 加川ベビールームの保育理念

今月の写真特集
繋がり、楽しみ、知る

誰にとっても、心安らげる場所を提供していきたいStory.7
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加川ベビールーム園長。「素直なこころ」と
「自分らしさ」を大切にしながら、こども一
人ひとりに寄り添った保育を行っている。

加川　美咲さん 保育園園長
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本庄市シティプロモーション事業　市のブランド
メッセージ・ロゴマークが決まりました

七高祭 # ５

令和 5 年度決算概要

年末年始の業務案内

本庄クリスマスイベント 2024

写真特集「本庄まつり・こだま秋まつり」

地域との交流をとおして日本文化に触れる

インドネシア等の方たちとふれあう感謝の集い
　11月17日、小島南自治会館で「インドネシア等の方たち
とふれあう感謝の集い」が開催されました。
　多様な国・地域から日本に来て生活を送りながら、地元行
事にも参加している方への感謝を込め開催されたこの会。参
加した皆さんは、日本固有の文化である和太鼓や民踊といっ
た体験を楽しみ、地元の方たちとの交流を深めました。

児玉駅周辺の賑
にぎ

わい創出

児玉ターミナル 2024

同時開催で盛り上がる

はにぽんフェスティバル 2024 ＆
ほんじょう産業フェスタ

　10 月 20 日に児玉商工まつりと同時開催した「児玉
ターミナル 2024」。
　当日は、高校生が考えた児玉駅や八高線にまつわる謎
を解いてキーワードを集める謎解きラリーや、JR 社員
とともに鉄道体験イベントを行い、多くの方でにぎわい
ました。

　11 月 16 日、本庄総合公園で「はにぽんフェスティバ
ル 2024 ＆ほんじょう産業フェスタ」が開催されました。
　来場した皆さんは、地元グルメや直売、歌やダンスと
いったパフォーマンス等を楽しみました。また、はにぽ
んの誕生日をお祝いするためにお友達のご当地キャラが
大集合！セレモニーやミニゲーム等で盛り上がりました。

（2024.11. １現在）
総人口 前月比

総人口 76,827 ＋ 4
男 38,471 ＋ 27
女 38,356 － 23

世帯数 36,477 ＋ 79

自然増減 社会増減
出生 35 転入 275
死亡 86 転出 217
増減 － 51 増減 ＋ 58

その他の増減 － 3


